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クロード・ドビュッシー
『前奏曲第１集』のテキストに関する諸問題

<演奏と指導のためのリファレンス＞

今 井 顕

クロード・アシル・ドビュッシー(1)が1909年から1910年にかけて作曲した
『前奏曲第１集』は12曲の小品によって構成されている。引き続き1910年よ
り1913年にかけて作曲された、同じく１２曲の小品によって構成されている
｢前奏曲第２集』とならび、これらの作品はドビュッシーの創作したピアノ
作品の中で最も円熟し、重要なもののひとつとなっている。
『前奏曲集」は演奏技巧上からも極度に困難な作品は少なく、特に第１集

の作品は近代フランス印象派の音響への導入題材として、ピアノ教育現場で
も使用される頻度が高い。しかしこれらの作品を学習するにあたって不可欠
な楽譜に関し、問題点が存在する。本稿では特に『前奏曲第１集」に限定し
てこの問題にふれていく。
以下「作曲と出版の経緯」「オリジナルエディション以外の市販楽譜」
｢タイトルの背景」「市販楽譜のテキスト内容に関する諸問題（メトロノー
ムの指示／ドビュッシー特有の記号／原典と市販楽譜の相違点）」「ドビュッ
シーが収録したピアノロールによる演奏との比較検討」「各市販楽譜の評価」
の順で論じていきたい。

作曲と出版の経緯

１２曲のうち９曲(1～６，８，１１および12曲目）の手稿にはドビユツシー
の筆跡による日付が鉛筆で記されており、それらは1909年１２月７日から翌１９
１０年２月4日までとなってい製残りの７，９および10曲目も同時期に作
曲された可能性が大きい。
３段の大譜表が多用されている第２集と異なり、第１集はすべて２段の大
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譜表としてまとめられ、個別のタイトルはそれぞれの作品の冒頭ではなく、
後尾に括弧に入れて表示されている。タイトルが演奏者の自由な想像力のさ
またげにならないように､というﾄﾋｭｯｼーの配慮だと言われる製これ
らのタイトルは作品の内容を理解するための重要な鍵となるものである。
1910年２月５日にドビュッシーからジャック．デユラン(4)へ「前奏曲が仕
上がったLes"Pr@ludes''sonttermings｣との手銀5)がしたためられ､初版
はデュラン社から早くも1910年４月１４日に刊行されている。
デュラン社から刊行された前奏曲集初版の校正は、ドビュッシー自身によっ
て行われた。その際ドビュッシーは手稿を底本にして制作された校正刷に、
多くの表情記号や強弱指示などを加筆し、それらをあらためて手稿に書き戻
す、という作業を行っている。当初手稿に記載されていなかった100箇所以
上のテンポやニュアンスに関する指示、および400箇所近くの強弱に関する
指示が、この段階で校正刷に書き加えられている。シャープやフラット、あ
るいはナチュラルなどの臨時記号も例外ではない。
楽曲の創作活動とは異質の不毛な編集作業はドビュッシーの得意とすると
ころではなく、校正済みとして完成した楽譜の中には依然として細かいミス
が残されたままになっている。これらは演奏や指導の際に考慮されなければ
ならない。
ドビュッシーによって校正刷の時点で新たに書き加えられ、手稿に書き戻

され、そして実際に印刷された事項は正真正銘の作曲家の指示として扱うべ
きだが、「追加事項が書き戻された手稿に存在しないのに楽譜に印刷されて
いるもの、すなわちドビュッシーが校正刷に加筆した検証が得られないもの」
あるいは「手稿に記載されているにもかかわらず、出版された楽譜で抜け落
ちているもの」などは、これが単に不注意によるミスなのか、あるいはドビュッ
シーが指示した般終的な変更事項なのかの判断は微妙である。
1910年４月１４日に発行された初版第１刷に含まれるミスプリントを校訂し
た初版の校言剛は、1913年に発行されている。ここまでの編集作業にはドピュッ
シー自身も関わっているが、その後1930年前後に再度行われた校訂はドビュッ
シー没後のことであり、その意図および信想性が不明瞭なものも含まれてい
る。しかしこれだけの校訂作業を経ても臨時記号の抜け落ちなどがいまだに
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散見されるのが現状である。今日広く愛用されているデュラン社のオリジナ
ルエディション(6)は、作曲家が直接編集に関わった正統なる楽譜とはいえ、
内容の過信は禁物である。

オリジナルエディション以外の市販楽譜

この現状をふまえ、公開されている既存資料をもとに新しく編集された楽
譜が出版されるようになった。上記オリジナルエディション以外に本稿で扱
うものを以下に列挙する。

l)Pﾉ包zjdes(uvresCompletesdeClaudeDebussy,S6rieI,Volume５,
Durand-Costallat,Paris,1985)
オリジナルエディションを出版しているDurandS.A.社から1985年に刊行
され、詳しい解説と出典ソースを明示した原典版エディシオンーコスタラ
Edition-Costallatのシリーズ。編纂寅任者はフランソワ・ルジュール
FrangoisLesureo編集資料として「手稿」「スケッチ」「印刷用校正譜」「初
版楽譜｣｢初版楽譜の校訂版｣｢ﾋｱﾉﾛーﾙにおけるﾄﾋｭｯｼーの演奏7j
その他を網羅している。学術研究を主眼に編纂されたもので、指使いなど作
曲家のｵﾘｼﾅﾙでない補足事項は原則として記入されていない(81

２)PノゼIzJdesPノゼ"ziel･"w･e(Henle,Nr.383,Mtinchen,1986)
原典版の出版については定評のあるドイツ、ヘンレ社の楽譜。エルンストー
ギュンター・ハイネマンBrnstGiinterHeinemannによって編纂された。
序文はフランソワ・ルジュールFraneoisLesure、指使いはハンスーマル
テイン・テオポルトHans=MartinTheopoldによる。編纂用資料は手稿
と1910年に刊行された初版の楽譜。
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３)PF創凹desErstesHa/t(WienerUrtextEdition,UT50105,Wien,1986)
ミヒャエル・シュテーゲマンMichaelStegemannが編纂し、ミシェル・

ベロフMichelBgroffが指使いと演奏へのアドバイスをｷ日当している。ヘ
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ンレ版と同じく後発の原典版で、手稿と1910年に発行された製版番号7686の

初版譜，)を中心に精密な編纂が行われている｡ﾋｱﾉﾛーﾙから得られる情
報も編纂用資料のひとつとして列挙されているが、その影響はほとんど見受
けられない。

４)PF@JudesZer〃Ｕre(G.Ricordi&C､S.p.a.,132196,Milano,1975/
Ristanpal983)
ドビュッシーの全ピアノ作品をレコードに録音しているイエルク・デーム

スJ６rgDemusの編纂による楽譜。編集用資料の提示や注解はない。メイ
ンテキストの内容はデュラン社のオリジナルエディションとほぼ同等である。
したがってこの楽譜が提供するメリットはデームスの指使いとなる。

５)Pr@I"desIerLjure(DebussyKlavierwerkeBandll,EditionPeters
Leipzig,EP9078b,製版番号E.P.12426,1969)
旧東ドイツのライプツィヒ・ペータース社が刊行したドビュッシー全集の
第２巻。エベルハルト・クレムEberhardtKlemmの編纂による。編纂用
資料は1910年刊行の初版楽譜および1964年にモスクワのムジカMusyka社
より刊行されたドビュッシー全集に含まれている前奏曲集。特に「原典版」
とは標傍していない。『帆』および『パックの踊り」において、部分的では
あるが悲意的に３段の大譜表に書き換えられているところがある。

６）『前奏曲第１集』（ドビユツシーピアノ曲集V､第10刷､音楽之友社､1969）
日本におけるフランス音楽の大家、安川加壽子の編纂による楽譜。安川女
史の考えによるﾍﾀﾙ使用法がﾒｲﾝﾃｷｽﾄに印刷されている０１またド
ビユッシーが使用したフランス語の楽語がすべて適切な日本語に邦訳されて
おり、初心者にとっては大きな助けとなるが、原典版としての価値は薄い。
メインテキストは一部の変更11)をのぞき、デュラン社のオリジナルエディショ
ンに準拠している。
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7）『ドビユツシー集３：前奏曲集』（世界音楽全集・春秋社版、第25刷、
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春秋社、1996)
日本のピアノ音楽教育界でその刊行(1961)以来、広く使用されてきた井

口基成編集・校訂の楽譜。原典版としての価値は薄いが、日本国内ではいま
だに愛用者が多い楽譜である。

タイトルの背景

前奏曲にはﾄﾋｭｯｼーによってつけられたﾀｲﾄﾙが明示されていざツ
それぞれの作品の最後に括弧つきで印刷されているものの、これらのタイト
ルが何を意味し、ドビュッシーがそこにどのようなイメージを投影していた
かを知ることは、学習者、また指導者にとって不可欠である。これらの作品
にアプローチする際のイメージについて考えてみたい。

l)デルフイの踊り子Ｄα"seusesdeDe"/ies
デルフィはギリシャの古都の名で、太陽、音楽、言葉、健康その他のﾈII1で
あるアポロの神託で有名である。大きな柱の装飾として彫られた３人のバッ
カスの女祭司の祭礼の踊りの彫刻が、パリのルーブル美術館に展示されてい
た。神に仕える３人の女性がハープ、シストルム('３とフルートのゆるやかな
リズムにのって踊る様子が印象的なこの彫刻そのもの、あるいはその複製、
大きな写真またはエッチングよりドビュッシーが受けたイメージが音に変換
されている。
「神に捧げられた芳香が重々しく霞のように漂う新田の神秘な物陰に、運
命を夢見る瞑想的な髪が､目には見えないものの現(うつつ)に憩うてい』'1
｢その響きはやわらかく、宗教的緊張感をもつものでした。そこからほうふ
つする浮彫りの像は舞い姫よりもむしろ巫女を思わせるものがありまし勘
という、ドビュッシーと直接の親交があったピアニスト、アルフレッド．．

（1カ
ルトー(１9とマルグリット．ロンのメッセージを引用しておく。

（一一一一）
2）帆VO"es
■ 一 一 一 一 一 一 一 一 - 一 一 一 一

フランス語の題名『Voiles」は『帆』と邦訳されている。コルトーの伝え
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る「明るく輝く港に休息しているいく艘かの小舟。その帆がやわらかにはた
めき、帆をはらませる微風に導かれて、白い翼をひろげ、愛撫する海の上を
日の沈む水平線の方へと遁走する１１あるいはﾛﾝによる｢これは海に浮か
ぶ数隻の小舟の非物質的イメージなのですい」というメッセージも、その正
当性を裏付けている。
しかし「ヴオワール」という単語の意味にはもうひとつ、「ヴェール」と
いう意味があることも見逃してはならない"ﾄﾋｭｯｼーの友人であった
コルトーの従兄弟エドガー・ヴァレーズEdgardVareseが作曲者自身から
聞きだしたところによると、この小品のイメージはパリで成功をおさめたア
メリカ生れの女性ダンサー、ロイー・フラー(ロワ・フュレール)LoieFuller
が踊る際にまとった、透きとおったヴェールのひるがえる様子がもとになっ
ているという(2')。
いずれにも共通しているのは「空気の流れによってゆれ動く布地」のイメー
ジである。船の帆は風に「ハタハタと」なびくものであり、ドビュッシーの
音楽によって表現されているような動き方はしないだろう。その意味で「ダ
ンサーのヴェール」のほうがより適切と思われる。

３）野をわたる風LeUe"tfhmsI(zp〃ｍｅ
，8世紀にﾊﾘで活躍した詩人/台本作家､ｼｬﾙﾙ.ｼﾓﾝ.ﾌｧｳｧ_W
の楽劇「宮廷のニネットNinettealacour」の第２幕第８景にあるニネッ
トのアリエッタの冒頭の一節「…leventdanslaplainesuspendsonhaleine」
の一節が題名に用いられている。このテキストはポール・ヴェルレーヌ例の
詩『やるせない夢心地C'estl'extaselangoureusejのもとになったもので、
すでに1883年３月、ドビュッシーの歌曲集『忘れられた歌Ariettesoubliees』
第１曲として作曲されている。
ここで表現されている風は「こっそりと逃れるようにそして素早く、短く

刈った草の上を滑り、潅木の茂みにまといからまり、生垣の髪を乱し、時折
は朝方の若々しい情熱を含んだ雰囲気の中に、もっと荒々しい息吹でもって、
萌え出てきた小麦を長大な潮騒のようになびきそよがせ劉風であり、
｢収稚と風になびく草を｡〈中略〉《牡山羊のような突き上げ》のような紺

（一一一一一）
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である。ヨーロッパの乾燥した大気と大地とが感じられる。

４）音と香りは夕暮れの大気にただようLeSSOrlSetleSP(Wi"7zStOl"･"e"t
◆ 一 一 I ■ ■ Ⅱ ■ ■ 4 ■ ■ ー ー ■ I ■ ■ 一 一 一 q ■ ■ 一 一 一 一 一 - - １ ■ ■ 1 ■ ■ ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 - 1 ■ ■ 一 一 . ■ ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

dα"sj'(zirdusoir
アジアのマレー（マライ)Malay燭にその源を発する「パントウム．スタ

鰯
イルformedepantoum」と呼ばれる作詩法にほぼ準じた形で創作された
シャルル・ボードレール㈱の詩集『悪の華Fleursdumal」に含まれる『夕
べのしらべHarmoniedusoirj3行目のテキストが題名となっている。ド
ビュッシーの音楽は特にパントウム・スタイルになっていない。このボード
レールの詩は1889年１月、ドビュッシーによって歌曲『ボードレールの五つ
の詩CinqpobmesdeBaudelairej2曲目として作曲されている。
「これは夕暮れの悩ましい心の動揺である。匂いは大気の愛撫の中に漂い、

雑多な振動音を更けゆく穏やかな夜が寄せ集め、そして、ボードレールの詩
句の意味するところ倒にとどまるとすれば、《物憂い眩量（めまい）》なの
であり､そこではゆえもなく心うらぶれる剛「ﾎーﾄﾚーﾙ的苦悩がみち
ている、官能でふくらんだ贈物のようなものです。夜の高鳴りの心を乱す魅
力､この世の束の間の幸福のものうさ､明日なき陶酔への渇望なのです(3'1
という、官能的な雰囲気に満ちた作品である。

５）アナカプリの丘Leco"伽sd'A"αcqprj
アナカプリはナポリの近くの島、カプリ島にある町の名前である。ロンに
よると「ドビュッシーがイタリアへ旅行した際の思い出が音楽となっており、
ﾅﾎﾘをめぐる様々な雰囲気が音楽になっている‘1というのだが､作品が
生れる上で直接のインスピレーションとなった事柄は不明である。アナカプ
リ産ワインのボトルのラベルに印刷されていた絵がそのきっかけになったと
いう説もある一方、アクセル・ムンタ（ミュント)AxelMuntheの小説
『アナカプリ』を読んでの印象である、という考察も存在する㈲。
「タランテラの活気づいたリズムが民衆的なメロディーのリフレインの悠

長さに巻きつき、恋の叙情的旋律（カンティレーナ）の甘美でありきたりな
ノスタルジアが、素早いフルートの疲れを知らない鋭い活気によって傷つけ

（一一一一一一）
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“
られる、あまりにも青い空の振動に激しく溶け合う」「タランテラ舞曲が網
の目のように交錯してく中略＞その踊りは悪魔のように熱狂し、僧院の錨の
呼び声は辛辣に響き、そのとき、まさに糖霊のように、のんびりと、恋を歌
う､すばらしい､素朴な民謡が湧き上がってくるのです吋
６）雪の上の足跡Despqss["･jq"ejge

一 一 ・ 一 一 . 一 一 ・ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 』 ■ ■ B 一 一 一 一 一 一 一 ー ー ー ー ー

ドビュッシーがどこからこの作品で表現されているイメージを得たかは不
明である。モーリス．ルブラン岡の同名の探偵小説(37)がその題材である、と
いう説からアンリ．ボルドー(３０の小説『足跡の上の雪Laneigesurlespasj

㈱がそれにあたる、など諸説がいりみだれている。
作品がかもし出すイメージは明確で、ドビュッシー自身も楽譜に「このリ
ズムは凍りついた悲哀のこもった風景のような感じを出さねばならないCe
rythmedoitavoirlavaleursonored'unfonddepaysagetristeetglacg」
｢愛情のこもった、かなしい哀悼のようにCommeuntendreettristeregret」
との指示を書いている。「もはや存在しない幸福の想い出を悩ましげに喚ぴ
さます《ｌという､もの悲しい響きの作品である。
７）西風の見たものαqIJ'qUILIeUentd'Ouest-̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ 一̅̅ 面『̅̅ -̅
ハンス・クリステイアン・アンデルセンの物語『天国の庭Lejardindu

paradis」の中で西風が自分の見たものを語る場面が基本になっている、と
考えられる一方、ドビュッシーはパーシー．シェリー倒作の『西風への頌詩
OdetotheWestWind』のフェリックス・ラップF61ixRabbeによる仏語
訳『L'odeauVentd'Ouest』も読んでいた模様である㈲。
ヨーロッパに住む人間にとっての「西風」とは大西洋からの季節風であり、
強大な風力を伴って吹き荒れる｡いわば嵐の風"であり､その様子が音の怒
涛となって表現されている。

へ
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８）亜麻色の髪の少女L(zFi"eau"clieUe""de〃〃

賦墓夛蒟瓢賑盲蕨ｶｮﾗー意̅ﾎーﾃーﾘーｶ閲の『古代詩集Po@mes
antiques｣に収録されている『シャンソン･エコセーズChansonsgcossaises」一
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の４番目の詩がもとになっている。ドビュッシーはまだ20歳の頃(1882)こ
の詩を歌曲として作曲し、親交のあったマリーーブランシュ．ヴァニエ㈹夫
人に献呈しているが、歌曲と前奏曲の間に音楽的な関連は見られない。
前奏曲第１集の初版楽譜は1910年４月１４日に刊行されているが、この曲の
み単独でル・フイガロLeFigaro誌の付録として初版刊行よりわずか２週
間後の４月30日に再刊行された。その際のタイトルは『LaFilleauxYeuxde
Lin亜麻色の瞳の少女」となっているが、フランス語で「髪」は「cheveux｣、
「瞳（目）」は「yeuX｣(共に複数形）、と似ており、これが単なる誤植
か、あるいはドビュッシーの意思によるものかどうかは不明である。
ところで亜麻色とはどんな色なのだろうか。
亜麻は植物の一種で、この繊維を使ってアサ布地やリネンが作られる。染
色前の色はオフ・ホワイトからベージュにかけてのものだろう。この色の髪
とは淡い金髪、淡黄色、あるいは茶色でも明るい色調のものを指す。ラテン
系の血が流れるフランス人の毛髪は比較的濃い、一般にブルネットといわれ
ている色（濃い栗色）が普通である。「亜麻色の髪の少女」とはラテン系で
はない、アングロサクソン系一スコットランドあたりの可憐で清純な、俗
世間に毒されていない少女をイメージしたものといえるだろう。ロンがその
著書の中で「ドビュッシーが、ルコント・ド・リルの『スコットランドのｼｬ
ﾝｿﾝ｣を音楽になおしたもので打と述べているが､ﾄﾋｭｯｼーとの
会話中、何らかの形で「スコットランド」に触れられたと想像できる。
他方、亜麻色とはやはり亜麻を原料として作られるアマニ油の色、つまり
茶色である、という説も存在する。こちらの説に従えば「亜麻色の瞳の少女」
も可能性として充分考えられる範鴫にはいる。

9）さえぎられたセレナードＬａｓ§r§"αdej"terrompue
穐言弱二赫兀稽薬万謝江そ箙葱斯ｼの雰囲気㈹がここ

でも多分に感じられるが、その原点となるべき事柄の由来は不明である。
コルトーによると「これはゴヤの絵にある、夜のいたずらっぽい幻想であっ
て、一人のフィアンセriovioの臆病な情熱、閉ざされた窓の下で彼が歌う愛
の歌、その歌をさえぎる常ならぬ音や隣の小路を通り過ぎる学生の群におび

へ
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えたり憤慨したりする感情のときめきを、いらだった、スペイン風のそり身
な線をもったｷﾀーのﾘｽﾑに乗せて表現している‘3という。
マヌエル．デ．ファリャ脚の説によると、ここには花で飾られた窓の奥に
隠れている美しい女性の好意を得ようとギターを持って対時する二人の男性
歌手の様子だという6１
１０）沈める寺Ｌαの城をd『･qlee"gloutie

副惹7̅r-房ず編̅醜葬蒔亮の想い出Souvenirsd'enfanceet
dejeunesse｣(1883)に含まれているフランス・ブルターニュ地方の伝説が
もとになっている。その内容は「波の下に呪われた眠りをまどろむイスYs
の町倒にある寺院が、ときおり霧の深い朝に朝日と共に透明な大洋の底、そ
して長い年月の奥底から徐々に浮かび出てくる。鐘が鳴り、司祭たちの歌が
聞こえる。ついでその幻影は、あらためて静穏な海の下に消え去る」という
ものである。

１l)パックの踊りＬａＤα"sedePuch．̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ -̅̅ ̅̅ ̅例̅̅ ̅̅ -̅
ウイリアム・シェークスピアの『真夏の夜の夢AMidsummerNight's

Dream」第２幕第１場に『パックの踊り』のシーンがある。ドビュッシー
はシェークスピアに惹かれ、「お気に召すままAsYouLikelt」や『リア
王TrueChronicleHistoryoftheLifeandDeathofKingRear」なども音
楽の題材として扱っているが、1908年に出版された本の中にあるアーサー
(アルテュール）・ラッカムArthurRackhamが描いた挿絵に刺激を与えら
れたらしい。ラディアード(リュディアール）・キプリングRudyardKipling
作の物語『ﾊｯｸ』がこの楽曲のもとになった､という説も存在する‘１
「パック」は妖箱の名前だが、そのユーモアに富んだ軽々とした動きや、

妖精の王オベロンの角笛の響きが音楽で表現されている。

（一二一ハ） １２）ミンストレルMi"streJs
『辻音楽師』と邦訳されることもある。ミンストレルとは街から街へと楽

器を弾きながら日銭を稼ぐ道化師のグループのことである。白人が身振りも
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真似ながら黒人の音楽を演奏するのが芸のひとつだった。
ドビュッシーは『子供の領分Children'sCornerj(1908)でも同様な音

楽『ゴリウオーグのケークウオークGolliwogg'sCakewalk」を創作してい
るが、ケークウオークとは北米の黒人奴隷の踊る伝統的なダンスである。こ
のリズムはジャズの先駆として1900年頃ヨーロッパに伝わり、ミュージック
ホールの雰囲気とあいまってパリでも大流行した。ドビュッシーが1905年の
夏を過ごしたドーバー海峡に面したイギリスの町､イーストボーンEastbourne
のグランドホテル前でのアトラクションの印象がこの作品のもとになってい
るという説"もある。

市販楽譜のテキスト内容に関する諸問題

今日ではデュラン社から引き続き刊行されているオリジナルエディション
以外にも各種の市販楽譜を購入できる。初版楽譜と手稿との間に存在する多
くの相違点は編纂者の考えるランキングに沿って選別され、「メインテキス
ト内で反映されるもの」「メインテキストの脚注として印刷されるもの」あ
るいは「注解として一覧掲載されるもの」にまとめられる。なお原典版の楽
譜でも指使いその他を付加して制作する場合が多いが、これら作曲家のオリ
ジナルではないものは、視覚的にオリジナルのものと区別できるように工夫
されている旬。
ドビュッシーの前奏曲第１集における手稿とオリジナルエディションとの

相違は、微細なものまで含めると数量的にもかなりなものとなる。また手稿、
オリジナルエディションどちらにも準拠しないエラーも散見される。本稿で
はあくまでも「演奏と指導のためのリファレンス」という見地から、中でも
重要度が高いと思われるものを中心に考察を進めていきたい。

メトロノームの指示
第１集全１２曲のうち８曲田にドビュッシーによるメトロノーム指示がある
のに比較して、第２集ではただ１曲『ヒースの茂る荒地』のみにつけられてい
る｡1915年10月９日にドビュッシーがジャック･デュランにあてた手紙㈲の

へ
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中で「メトロノーム指示は書いたところでどうせ［初めの]1小節にしか効
果がないVoussavezmonopinionsurlesmouvementsmetronomiques:
ilssontjustespendantunemesure」と述べていることからも、彼自身こう
いったメトロノーム指定の効力と拘束力をあまり信じていなかったようだ。

ドビユッシー特有の記号
ドビュッシーの作品を演奏する上で、ドビュッシー特有の記譜上の特徴を

知ることも大切である。たとえば「･…･･〃」というマークは(Cgdez……〃な
ど)アゴーギクの変化一リタルダンドあるいはアッチェレランドその他一一
が終結する場所を示すのみで、「〃」が同時にブレスや一時休止を意味する
ことはない。ブレスが必要な場合にはドビュッシーは「，」「？」その他の
記号を使用している。

原典と市販楽譜の相違点
市販楽譜を比較してみると、その内容にはかなりの相違がある。それらの
うち音楽的にも重要で、違いを知っておくべきと思われるものを以下に掲載
する。表の中でグレーの表示になっているところは楽譜のメインテキスト内
(いわゆる「譜面」のこと）で適正な処理がされているものである。「注解」
あるいはそれに準ずる編纂情報はデュランーコスタラ版、ヘンレ版、ウィー
ン原典版およびペータース版にしか掲載されていない御。
なお音名はドイツ音名を使用する。したがってB/bは日本音名の変ロ音、

H/hはロ音を意味する。音の高さの表示については下図を参照されたい。

SubkOnlm;KOnlmigrOSSc;Klcinc;CingCSlriChCnciZlvcigcSIxiChcncidrigCSiliChCnC ｃ
昼

ｎ
・

に
一
就
一
、
一騨岬翫耀管Ⅵ８ immgcsmchcnc

D一ｒーー‘■一の一口ロ一色‘■｡-｡◆●

一;鬘〆彗豊ン篁管一一 一 一 ､ ■ ■ ■ ■; i ( 4 1 o ) i

曇＝＝ 一

ー

謬篶戸Ｉざ６

８０‘回“幻α､一口：
z Ｃ １ Ｈ ： , Ｃ １ Ｈ １ Ｃ 蹄 ： ｃ ｈ ： ｃ Ｕ ｈ ８ ： ザ Ｉ Ｆ ： ザ 鼎 ： ｃ 』 ｈ ４ １ ｃ Ｓ
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l)デルフイの踊り子
●第５小節最後の和音は四分音符、それに対して第１0小節では二分音符となっ
ているが、第１0小節の二分音符はドビュッシーの手稿では第５小節と同じく
四分音符である。しかし手稿の第10小節と11小節の間の小節線上方に自筆で
(3／4）と記載されていることから、ドビュッシーは第９～１０小節を4/４と
して創作したと思われる。よって二分音符が妥当だろう。しかし第４～６小
節と第９～l１小節の流れは酷似しており、第１０小節が3/4として処理される
可能性（最後の和音を四分音符として処理する）も皆無ではない。

（１）第10小節最後の和音の音価
- - - - - - - ー - - - メインテキスト

二分音符
二分音符
二分音符
四分音符
二分音符
二分音符
二分音符
二分音符

注解のコメント
オリジナルエディション
デュランーコスタラ版

ヘンレ版
ウィーン原典版
リコルディ版
ペータース版
音楽之友社版
春秋社版

手稿は四分音符。

辿軸薊
なし

●第1６小節４拍目上声部の和音（後打ちの八分音符）は手稿ではc2_d2_c3
だが、市販楽譜でC2_C3になっているものがある。d２が加筆されるべきだ
ろう。なおこの和音に関しては後述「ドビュッシーが収録したピアノロール
による演奏との比較検討」の項も参照されたい。

（２）第16小節４拍目上声部の和音
一 一 三 一 注解のコメント-

卜

３

３

ｃ

Ｃ

ス

３

３

３

３

３

３

キ
Ｃ
｛
ｃ
｛
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

-
ナ
ー
２
-
２
一
一
一
一

．

ｄ

２

２

２

２

２

ン
唖
一
Ｃ
-
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

イ

２

２

メ

ｃ

Ｃ

’オリジナルエディション
デュランーコスタラ版

ヘンレ版
ウィーン原典版
リコルディ版
ペータース版
音楽之友社版
春秋社版

鋤一型鋤 １

なし

へ

三
九
…手稿はc２_d２-cミウイーン原典版に関しては別の不備がある。

ウィーン原典版ではこの和音にドビュッシーが初版校正の際に追記した左
手cl-d'の音が欠落している。
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2）帆（ヴェール）
●第４小節の最後三つの１６分音符には、第13小節と同じくスラーに加えてス
タッカート（ポルタート）が必要である。手稿に記載されている。

（３）第４小節のポルタート
ー ー 一 一 一 一 一 ー - - -

メインテキスト
なし
あり
あり
あり
なし
なし
なし
なし

注解のコメント
オリジナルエディション
デュランーコスタラ版

ヘンレ版
ウィーン原典版
リコルディ版
ペータース版
音楽之友社版
春秋社版

手稿に記載されている。

鋤一剛訊
なし

●手稿の第33小節冒頭に「aTempo」が記載されている。追記されるべきで
ある。

（４）第33小節のaTempo
- - - - - - - - - -

メインテキスト
なし
あり
なし
あり
なし
なし
なし
なし

注解のコメント
オリジナルエディション
デュランーコスタラ版

ヘンレ版
ウィーン原典版
リコルディ版
ペータース版
音楽之友社版
春秋社版

手稿に記載されている。

副一札一鋤
なし

●第41小節のバスlBおよび第４0小節の同音との間にかけられているタイは
手稿になく、ミスプリントと思われる。初版の楽譜で第41小節から新しい段
になっているのが原因で、校正の際に見落とされたと思われる。当初は第４１
小節にこの不要な二分音符のバスがタイなしで印刷されていたが、後日行わ
れた版の組替え時に小節の割り付けが変更され、その際にこの音が削除され
るのではなく、出版社の独断で第40小節からのタイが加筆されてしまった。（四○）
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（５）第40小節／４１小節のタイとバス音
- - 注解のコメントメインテキスト

未削除
削除すみ
未削除
削除すみ

オリジナルエディション
デュランーコスタラ版

ヘンレ版
ウィーン原典版
リコルディ版
ペータース版
音楽之友社版
春秋社版

手稿に存在しない。

鋤一鋤訊
未削除
一

未削除 なし
未削除
一

未削除

●第62小節後半右手のリズムには市販楽譜でかなりの相違が見られる。手稿
に記されているリズム＜譜例１A>が計算に合わないのがその原因である。
いずれにせよ第26小節にあるリズムと区別し、後尾の三連音符はより軽く弾
かれるべきだろう。記譜の正確さという点ではく譜例lB><譜例lC>ど
ちらかになるが、実際の演奏は必ずしもこれらと一致しない。

８〈譜例'A>j_m
８〈譜例!B>j_"
３〈譜例1C>」届

（６）第62小節のリズム
- - 注解のコメントメインテキスト

譜例１A
譜例１C
譜例１B
譜例１A
譜例１A
譜例１B
譜例１A
譜例１A

オリジナルエディション
デュランーコスタラ版

ヘンレ版
ウィーン原典版
リコルディ版
ペータース版
音楽之友社版
春秋社版

手稿はく譜例１A>の形になっている。

副一釧一社
なし へ

um
二

●第62小節冒頭のペダル記号と、第64小節にあるペダルをキャンセルする記
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号は、ドビュッシーにより初版校正の際に初めて加筆された。第64小節のキャ
ンセル記号はオリジナルエディションの1930年頃の版から消滅している。理
由は不明だがドビュッシー死後の事であり､作曲者の指示でないことは確実
である。
ペダルをキャンセルする記号は第64小節の冒頭ではなく、小節のほぼ中央

下に瞥かれている。第63小節で最後の和音c'-e'が第64小節にはいった時点
でペダルも踏みかえ、左手の休符を尊重する演奏をよく耳にするが、これが
果たして作曲者ドビュッシーの意図した奏法かどうかは不明である。

（７）第62小節/64小節のペダル指示
メインテキスト
６２小節のみ
６２/64小節
６２/64小節
なし

６２小節のみ
なし

（62/64小節）
（62/64小節）

注解のコメント
オリジナルエディション
デュランーコスタラ版

ヘンレ版
ウィーン原典版
リコルディ版
ペータース版
音楽之友社版
春秋社版

幽礼別
なし

手稿にはないが、ドビュッシーによって初版楽譜に加筆された。音楽之友社
版と春秋社版ではここに限らず、オリジナルではないペダルが常時印刷され
ているが、春秋社版には特に脚注が添えられている。

3）野をわたる風
●初版校正稿の第53小節４拍目にはドビュッシーによって＝（デイミヌ
エンド）が書き加えられたが、印刷には至らなかった。第51小節の＝
(クレシェンド）と対応する重要な強弱記号だが、印刷工の見落としか？
追加すべきである。

（８）第53小節のディミヌエンド
---一一一一一-三三二メインテキスト注解のコメント
オ リ ジ ナ ル エ デ ィ シ ョ ン な し
デ ュ ラ ン ー コ ス タ ラ 版 あ り あ り

ヘ ン レ 版 な し な し
ウ ィ ー ン 原 典 版 な し な し
リ コ ル デ ィ 版 な し
ペ ー タ ー ス 版 な し な し
音 楽 之 友 社 版 な し
春 秋 社 版 な し

ドビュッシーによって初版校正の際に加筆された。

三 一 ＝
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4）音と香りは夕暮れの大気にただよう
●第29小節右手五つ目の和音には左手の和音と同様e2に臨時記号ｈがつく。
手稿に明確に記入されているにもかかわらず、初版制作の際に見落とされた。

（９）第29小節のナチュラル
ー - - - - - - - - - -

注解のコメントメインテキスト
不適切なし
あり
あり
あり
あり
あり
あり
あり

オリジナルエディション
デュランーコスタラ版

ヘンレ版
ウィーン原典版
リコルディ版
ベータース版
音楽之友社版
春秋社版

手稿に存在する。

刎鋤一札
なし

●そこから類推すると、同じ第29小節の右手三つ目の和音にはf2の音に＃を
付加して半音上げ、左手gejとの衝突を避けるべきだろう。

(10）第29小節のシャープ
ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

メインテキスト｜注解のコメント
オリジナルエディション
デュランーコスタラ版

ヘンレ版
ウィーン原典版
リコルディ版
ペータース版
音楽之友社版
春秋社版

軸一札 幽鋤一札幽型処紬矼矼
あり

●第31小節は4拍あるように見えるが、譜面通りの音価で計算すると、本来
３拍でおさまるべき小節である。三十二分音符で書かれた七連音符最後の音
にタイで連結されている四分音符のバスlASにそろえて最後の拍に見える和
音も弾かれるべきなのだが、グラフィックのずれから視角上四分音符１拍分
の錯覚が生じる。この小節のプロポーションは第33小節や第37小節とは違う
のだろうか？
この誤解を招きやすい書き方は既に手稿にあるためく譜例２A>、単なる
ミスプリントとは断定できない。バス音lAS上方のスペースに四分休符が書
き落とされたのでは、とも考えられるが、そうすると5／4と3／4という奇数
拍のリズムで統一された作品の流れがこの部分だけ不規則になってしまう。

へ

、
一

一
一

、 一 三
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ペータース版で試みられているような全く新しい小節の分割方法く譜例２B>
も原典を反映しているとは言えず、感心できない。
第33小節や第37小節の場合、いわゆる「アウフタクト」が直前の小節（第

32あるいは36小節）の３拍目にある。問題の第31小節も音楽的には「アウフ
タクト＋3／4」と考えるのが自然と思われる。真相は不明だが、ドビュッシー
による「Rubato」の指示もあり、ある程度自由な解釈が可能だろう。

＜譜例２A>
一 一 b ■ 呵 閂 一 一 ●

＜譜例２B>

S e r r c z - - _ _ " R u b a t oＣ“ｅｚ- 〃

ＲｕｂＭＯ
へ

｡ ■ ■ ■

画

’齢 ＝ 一 一 ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ 畠 封 画 ＝ｰ

＝ニューリ示
峰黙‘２

Ｑｊ

唾 " ”

｣峰” ７一

l8rj■■■■

一
一
一

一一一一一一一二ｒ 、寺

(11）第31小節のリズム
二 言 一 メインテキスト

手稿通り
３/4拍に訂正
手稿通り
［4/4］と補足
手稿通り

く譜例２B>参照
手稿通り
手稿通り

注解のコメント
オリジナルエディション
デュランーコスタラ版

ヘンレ版
ウィーン原典版
リコルディ版
ペータース版
音楽之友社版
春秋社版

副一軸一軸
（四四）

あり
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5）アナカプリの丘
●手稿では第６小節直後、「Enserrant」のアウフタクトとともに2/4拍子
に移行する小節との間にｌ小節空白の小節が存在するく譜例３＞ｏここには
第６小節よりタイが１０本伸びてきているのみで、音符は書込まれていない。
手稿ではこの小節がちょうどその段の最後に位置しているため、初版制作の
際にこの小節が単なる余剰スペースと誤解されてしまったfl)。

＜譜例3＞
IJ IQ ' " )

(12）空白の第７小節が挿入されているか
注解のコメント

- - ー ー - - - - - - - - - メインテキスト
なし
挿入
なし

オリジナルエディション
デュランーコスタラ版

ヘンレ版
ウィーン原典版
リコルディ版
ペータース版
音楽之友社版
春秋社版

手稿に存在する。

鋤矼而遡軸
なし型札矼

●第９(+1 )小節 “の強弱記号は＝ではな<=である。

1）小節の強弱記号
メインテキスト注解のコメント
ディミヌエンド
ク レ シ ェ ン ド な し
ク レ シ ェ ン ド な し
ク レ シ ェ ン ド な し
ディミヌエンド
ク レ シ ェ ン ド な し
クレシェンド
クレシェンド

(13） 第９（＋１
- - - - - - - - - - - - -

オリジナルエディション
デュランーコスタラ版

ヘンレ版
ウィーン原典版
リコルディ版
ペータース版
音楽之友社版
春秋社版

手稿はクレシェンド。

（四五）
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●第１２(+1)小節冒頭右手の八分音符への強弱記号は「p」ではなく「sfz」
である。手稿に記載されている「sfz」は筆跡が乱雑で、注意しないと「p」
と読み違えてしまうような形をしている。同小節に書かれている言葉は、手
稿では「dim.molto・legierissimo」となっている。オリジナルエディショ
ンにある「dim.moltoleggiero」という書き方では「molto」が「dim.」
あるいは「leggiero」のどちらにかかるのか不明瞭だが、手稿の「molto」
の後にピリオドが打たれているところ、および「leg[g]1eriSsimo」という
最上級が使用されているところを見ると、「molto」は「dim」とリンクさ
せるのが妥当だろう。ドビュッシーが扱った初版の校正稿には「dim.molto
legiero」と印刷されており、これを校正した形跡は見あたらない。

(14）第12(＋１ )小節の表情記号
メインテキスト｜注解のｺメント- -

ｐ
dim・moltoleggieroオリジナルエディション

sfZ
dim.molto,leggierissimoデュランーコスタラ版 あり

ｐ
dim.molto leggiero

ヘンレ版 なし

ｐ
dim・moltoleggierissimoウィーン原典版 あり

ｐ
dim.mo l to legg ie roリコルディ版

ｐ
dim .mo l t o l egg .

ペータース版 なし

ｐ
dim・moltoleggiero音楽之友社版

ｐ
dim .mo l to l egg i e ro春秋社版

手稿はsfzおよびdim.moltolegierissimo

●第42(+1)～43(+1)小節にまたがって左手のバスfisについているタイは
手稿には存在しない。初版校正稿でドビュッシーによって加筆されたものだ
が、これはタイではなく、第83(+1)～84(+1)小節と同様のスラーを意図し
たと思われる。

（四六）
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(15）第42(＋１）～43(＋１）小節のバスはタイかスラーか
- - - - - - - - ー 一 一 メインテキスト注解のコメント

タイ
タ イ あ り
ス ラ ー な し
〈 ス ラ ー ） ． な し
タイ
ス ラ ー な し
タイ
タイ

)に入れた補足事項としてfis-h間に印刷されている。

オリジナルエディション
デュランーコスタラ版

ヘンレ版
ウィーン原典版
リコルディ版
ペータース版
音楽之友社版
春秋社版

ウィーン原典版のスラーは丸括弧

●第94(+1)～95(+1)小節の手稿はく譜例４A>のように書かれている。六
十四分音符は特に小さめの音符では書かれておらず、「小さな音符で彫版す
るように」との彫版工への指示も行われていない。＜譜例４B>はオリジナ
ルエディションその他でのレイアウトである。

＜譜例4A>

ﾂ 潅 雲 ／ 震ＬＩＩｍ
ＴｒｂｓｒｅｔｃｎｌｌLM回り鋤

Ｉ '１■■■'■■一
争 ■ ■ 早 早 ■ 凸 ■ ● 缶 占

｣一一
＝’ 錘 ③ヵＦｆｒｒ土≧

＝

一一
一

一一
一■鹿

＜譜例4B>

ﾂﾂ蓋≦串／悪霊ＬＭｍ
'１，risrctcm】

内，』Ｈ

I 継 厚 、＝ＩB 一 房ぞ堂堂王’⑨ ③｛）’ ＝
ｎ邸Ｈ

一
一一一二一一一一一二＝ 臣

，
ｒ

（四七）
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(16） 第94(＋１）～95(＋１）小節のレイアウト
------｜メインテキスト｜注解のコメント- - - - - - - - - - - - 卜抱把払い“杷州“蝸

壱洲剛測郷諏獅獅識

メ

オリジナルエディション
デュランーコスタラ版

ヘンレ版
ウィーン原典版
リコルディ版

鋤軸矼
ベータ完ス版
音楽之友社版

なし

春 秋 社 版 ｜
手稿のレイアウトはく譜例４A>・

6）雪の上の足跡
●第28小節～29小節にかけて印刷されている「Commeuntendreettriste
regret愛情のこもった、かなしい哀悼のように」という指示は、当初のド
ビユッシーの手稿では「expressifettendre」のみだが、初版校正の際に変
更された。

7）西風の見たもの
●第1５～18小節までの外声部複付点のリズムと内声部三連音符との時間的位
置関係だが、外声部の三十二分音符は通常楽譜に印刷されている音符の位置
に従って、三連音符群の後に演奏される。それがドビュッシーの意図だと思
われるがく譜例５A>、このリズムに四分音符十複付点八分音符十三十二分
音符という組合わせを使用するのは不適当である。数学的に位置を調整する
とく譜例５B>のようになる。

＜譜例5A>
一 画 一 一 一 一 一 由 一 ・ 一 ．

一 合 一 ｡ - 一 -

（四八）
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＜譜例5B>

研一
３３３

一雨
３３

７

●類似の齪濡は第１９～20小節に至ってさらに顕著となる。これはドビュッシー

鰯鷲罵鰯糊鴛繍雲鰯艤と識鑑
因しているが、この部分の奏法については第1５～１８小節の場合と異なり、い
くつかの可能性を提示することができる。＜譜例６A>はドビュッシーの手
稿、＜譜例６B>以下はオリジナルエディションその他で見受けられるバー
ジョンである。
＜譜例６A> ＜譜例６C>

J"n』』』JjP@J) １-洞ｊｊＪjj"J)
＜譜例６D>＜譜例６B>

ﾉ"胴歳=rOj！"局用汗ｒ'j

(17）第19～20小節のレイアウ 卜
注解のコメント

一 一 一 一 一 一 一 ＝ 一 一 一
メインテキスト
譜例６B
譜例６C
譜例６B
譜例６D
譜例６B
譜例６D
譜例６B
譜例６B

オリジナルエディション
デュランーコスタラ版

ヘンレ版
ウィーン原典版
リコルディ版
ペータース版
音楽之友社版
春秋社版

手稿はく譜例６A>･

副鋤一鋤
あり

外声部のリズムが譜例にある「複付点のついた四分音符十十六分音符」の
ように中庸なものではなく、第１７～18小節で使用されている鋭いリズムを保
持したまま盛りあげられていく可能性も考えられるだろう。第15～１８小節と
第１９～20小節の外声部の書き方に差がみられるのは（最後の音が三十二分音
符、あるいは十六分音符、と統一されていない）単に記譜上の繁雑さ、およ

（四九）
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ぴ印刷技術上の問題によるものと思われる。第19～20小節においてそれまで
と同じ形で外声部を書き続けることは、特に左手のメロディーにおいてタイ
その他と内声部が重複してしまい、２段の大譜表での表記は現実問題として
不可能である。

●オリジナルエディションの第18小節に印刷されている「Revenir
progressivementaumouvementAnim６アニマートのテンポにだんだんに
もどるように」という指示は手稿ではｌ小節早く、第17小節に書かれている。

(18)｢Revenirprogressivementaumouvement
Anime」の位置

- - - - - - - ー - - -

注解のコメントメインテキスト
第18小節
第17小節
第17小節
第17小節
第18小節
第18小節
第18小節
第18小節

オリジナルエディション
デュランーコスタラ版

ヘンレ版
ウィーン原典版
リコルディ版
ペータース版
音楽之友社版
春秋社版

手稿は第17小節。

迦副薊
なし

●第21小節前半のリズムは不明瞭である。手稿にあるく譜例７A>の書法で
はリズムのつじつまが合わない。ここでもいくつかの奏法が考えられ、以下
に提示する。

＜譜例7A>

Ｉ’零二季
＜譜例7B>

|（五○）
一同 n 画

γ 《罐二手（
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＜譜例7C>

四"血‘

’ 擬＝予勵
珊涛

(19）第21小節前半のリズム処理
一 一 一 ＝ ＝ 二 一 一 一 一 一

メインテキスト注解のコメント
譜例７A
譜例７B あり
譜例７A なし
譜例７A あり
譜例７A
譜例７C あり
譜例７A
譜例７A

Ｉ

オリジナルエディション
デュランーコスタラ版

ヘンレ版
ウィーン原典版
リコルディ版
ペータース版
音楽之友社版
春秋社版

手稿はく譜例７A>・

山
●第41小節には第37小節にある1Hと2Hのオクターブのバスがない。手稿に
も校正稿にも存在しない音だが、デュランーコスタラ版で提案されているよ
うに補充した方が自然に思われる。

●第53小節のバスは当初双方とも1DISだったが、ドビユッシー自身によって
lDIS→1EISと進行する形に変更された。読譜の際に見落としやすいので注意
が必要である。

8）亜麻色の髪の少女
●第１６小節のバス音Ｃにタイで連結されている前打音は、手稿では小節線の
前に出されている。

へ

詞
一

ー
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(20）第16小節のバスの前打音の位置

一
注解のコメントメインテキスト

第16小節冒頭
第15小節最後尾
第16小節冒頭
第15小節最後尾
第16小節冒頭
第16小節冒頭
第16小節冒頭
第16小節冒頭

オリジナルエディション
デュランーコスタラ版

ヘンレ版
ウィーン原典版
リコルディ版
ペータース版
音楽之友社版
春秋社版

手稿は第15小節最後尾。

幽帥鋤
なし

●手稿の第19小節には第20小節と同様な=p=が書かれている。補
充するのが妥当だろう。

(21）第19小節の強弱
- - - - - ー - - - ー -

メインテキスト
なし
なし
なし
あり
なし
なし
なし
なし

注解のコメント
オリジナルエディション
デュランーコスタラ版

ヘンレ版
ウィーン原典版
リコルディ版
ペータース版
音楽之友社版
春秋社版

手稿に存在する。

塑拠薊
なし

●第23小節冒頭のｐが欠落している楽譜がある。補充すべきである。

(22）第23小節冒頭のｐ-一一一一一一=二二二
注解のコメントメインテキスト

なし
あり
あり
あり
なし
あり
あり
あり

オリジナルエディション
デュランーコスタラ版

ヘンレ版
ウィーン原典版
リコルディ版
ペータース版
音楽之友社版
春秋社版

手稿に存在する。

軸一社一軸
へ

芥
二
呈 一 ＝

なし
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9）さえぎられたセレナード
●第19小節左手のモティーフのフレージング＜譜例８A>は第41,85,90,
92小節のものく譜例８B>と異なっているが、これはミスプリントではなく、
ドビュッシーの指示通りである。
＜ 譜 例 ８ A > < 譜 例 ８ B >

●第37小節～38小節にかけてのクレシェンドがドビユツシーによって初版校
正稿に加筆されたが、デュランーコスタラ版以外のすべての版で欠落してい
る。補充すべきだろう。

(23）第37～38小節のクレシェンド
- - - - - ー - - - - - メインテキスト注解のコメント

なし
あ り あ り
な し な し
な し な し
なし
な し な し
なし
なし

オリジナルエディション
デュランーコスタラ版

ヘンレ版
ウィーン原典版
リコルディ版
ペータース版
音楽之友社版
春秋社版

校正稿で加筆された。

●第59小節右手のメロディーの最初の音flは手稿では四分音符ではなく八
分音符十八分休符となっている。

(24）第59小節右手冒頭の音の長さ
- - - - ー 一 一 一 一 ー -

注解のコメントメインテキスト
四分音符

八分音符十八分休符
八分音符十八分休符
八分音符十八分休符

四分音符
四分音符

八分音符十八分休符
八分音符十八分休符

オリジナルエディション
デュランーコスタラ版

ヘンレ版
ウィーン原典版
リコルディ版
ペータース版
音楽之友社版
春秋社版

手稿は八分音符十八分休符。

軸一拠釧
なし

へ

許
一

三

●第73小節最後の音から第74小節２拍目の右手の和音にかけての点線は手稿
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になく、初版校正稿において初めてドビュッシーによって付加された。ただ
しその点線は第73小節のflの音より74小節三つ目の１６分音符asに続いている。
これが現在のオリジナルエディションのように上声eslに続く点線になった
のは1930年頃、ドビュッシーの死後のことである。

(25）第73～74小節の点線一一一一二＝二二二二
注解のコメントメインテキスト

fl→es1
fl→ａｓ
なし
なし
fl一歩C1
なし
獄-しａｓ
fl-骸aｓ

オリジナルエディション
デュランーコスタラ版

ヘンレ版
ウィーン原典版
リコルディ版
ペータース版
音楽之友社版
春秋社版

手稿はfl→as。

釧一鋤軸
なし

1０)沈める寺
リズムの扱い方に関して大きな問題が存在するが、次章「ドビュッシーが

収録したピアノロールによる演奏との比較検討」を参照されたい。

１l)バックの踊り
●第６小節左手のリズムは手稿でも初版校正稿でもく譜例９＞のようになっ
ており、第４１，４３，６９，９１および93小節にある同様の音型のリズムと異なっ
ている。この二つ目の八分音符に付点のない形はリズムとしても不正確で、
最終的に第41小節以下に合わせて変更されたものと考えられる。オリジナル
エディションをはじめとする市販楽譜にはすべて訂正されたものが掲載され
ている。

＜譜例９＞

[一口
３

●第87小節の「Danslemouvt…〃Retenu」は初版校正稿にて手稿通り
｢DanslemouvtRetenu」、すなわち「リテヌートのテンポで（ゆっくりめ
に)」に訂正するよう指示されたが､結局実現されなかった｡｢Danslemouv@｣
｢Retenu」と分けてしまっては意味をなさない。

（五四）
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(26）第87小節の指示
- - - - - - - ー - - -

メインテキスト注解のコメント
未訂正
訂 正 済 み あ り
未 訂 正 な し
〈 訂 正 済 み ) ＝ … な し
未訂正
未 訂 正 な し
未訂正
未訂正

rRetenu｣の間にかなりのスペースがある。

オリジナルエディション
デュランーコスタラ版

ヘンレ版
ウィーン原典版
リコルディ版
ペータース版
音楽之友社版
春秋社版

ウィーン原典版ではrMouvt｣と

’

１２)ミンストレル
●手稿では第２、６，７小節右手２拍目最初のfisにテヌートがつけられて
いる。これによってリズムに少しルバートがかかった感じになるのは歓迎す
べきことだが、デュランーコスタラ版く譜例１０>のみでしか再現されていな
い。

＜譜例10>

Modfr6(Nerveuxctavechumour)
嬬 掬 ≧

■ ー ■ ■ n ＝ ■

｡ “ ～ … 、 ＝’＝ - 一 一 一
ー

""""grJIWxﾀ"i' '"『ｊ““I“
卜 一一一 ｐ ＝ - - - - 一 二 ＝ ー

ｋ

ヨ’
一
一一
一■■Ｐ一 申 一 ｍ

サノヨず３３

一一一可壽．
鞠嬬

一-．ｋ卵一『・す．
一劃一一審
妬

一＄’一号．
侭一

一一三一一〃膿一一．
鞠岬届Ｍ″

一言一蝿
少ｃｄ ｚｅＣ

ｍ

’ 一一"上些畠==-- ー
ｐ 一 一ア

凡八

（五五）
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(27）第２、 ６，７小節のテヌート
メインテキスト注解のコメント

なし
あ り あ り
な し な し
な し な し
なし
な し な し
なし
なし一オリジナルエディション

デュランーコスタラ版
ヘンレ版

ウィーン原典版
リコルディ版
ペータース版
音楽之友社版
春秋社版

手稿に存在する。

●手稿では第２２，３４，５０，５４小節にあるく譜例l1A>の形の音列全体にスラー
および最後の音にスタッカートがつけられている。とりわけ第５4小節では当
初書かれたスタッカートを後にスラーに変更した痕跡が認められるく譜例11
B>･ここでは当初に書かれたスタッカートの点の上をなぞるようにスラー
の線が書かれており、ポルタートを意図したと考えるには不自然さが残る。
なお同じ音型でも第1２小節のものにはスラー、スタッカートどちらもつけら
れておらず、第33小節のものはスタッカートとなっている。
いずれにせよこの音型はスラーかスタッカートどちらかに類別されるべき
もので、オリジナルエディション第50小節および多くの楽譜の第54小節で見
受けられるポルタートは不適当と考えられる。何の指示もつけられていない
第1２小節は第９小節にある「tresdetach6はっきり切って」という指示に従っ
てスタッカートで演奏されるので、分類上はスタッカートのタイプに属する。

＜譜例11A>
一 - -

. = F

＜譜例11B>

（五六）
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(28）第２２，３４，５０，５４小節のスラー
メインテキスト注解のコメント
第22,50,54小節が不備
す べ て ス ラ ー あ り
第 5 4 小 節 の み 不 備 な し
第 5 4 小 節 の み 不 備 な し
第54小節のみ不備
第 5 4 小 節 の み 不 備 な し
第54小節のみ不備
第54小節のみ不備

オリジナルエディション
デュランーコスタラ版

ヘンレ版
ウィーン原典版
リコルディ版
ペータース版
音楽之友社版
春秋社版

手稿ではすべてスラー。

あり

ドビュッシーが収録した
ピアノロールによる演奏との比較検討

1９世紀末にプレイヤーピアノ（あるいはピアノプレイヤー）という名称の
ピアノ自動演奏装置が発明され、商品化された。打鍵に対応する穴があけら
れたロールペーパーを繰り出し、その穴を圧搾空気が通過するかどうかによっ
てピアノの自動演奏が行われるものである。
当初のモデルは穴の有無によって単に「音が出るか、出ないか」だけの比
較的単純な装置だったが、1904年にドイツのフライブルクFreiburgでエト
ヴイン・ヴェルテEdwmWelte(1876～1958)によって開発されたヴェル
テーミニョンWelte=Mignonは、テンポの変化のみならずクレシェンド、
ディミヌエンド、そしてスフォルツアートなど強弱の変化も再生でき、単な
る趣味の世界を越えた演奏の記録装置として、多くの音楽家たちにもこぞっ
て使用された。
ドビュッシーは1913年頃このヴェルテーミニヨンのピアノロールWelte-

Music-Roll2本(No.2738とNo2739)に「デルフイの踊り子」「野をわた

測擬熱｢悪燃艤鱒艫鰐薦基羅
起因とするトラブルが少なくない。もっともドピュッシーが演奏を記録する
際に使用された楽器も、股良の調整状態ではなかった模様である。
ドビュッシーは人前での演奏を暗譜で行わなかった。したがってピアノロー

ル収録の際にも楽譜、それもすでに出版されていたデュラン社のオリジナル
エディションを使用したに違いない。ピアノロールヘの収録は一回限りであ
り、ミスタッチなどを編集によって訂正することは基本的に不可能である。

（五七）

- １ ４ ６ -



ドビュッシーの演奏にもこういった単純なミスタッチと思われるものが含ま
れているが、そうとは考えにくい、楽譜が出版された後にドビュッシーが変
更したとしか思われないケースが存在する。以下にその中でも興味深いもの
を提示する。

l)デルフイの踊り子
●第８～９小節でドビュッシーはピアノロールでく譜例１２>のように演奏し
ている。

＜譜例12＞

’
●ピアノロールでは第１６小節4拍目裏の上声部の和音（後打ちの八分音符）
と第17小節の2拍目裏の上声部の和音（四分音符）はc2-d2_c3のかわりに
c2-d2-d3と弾かれている。前の拍の和音g2_a2_a3あるいは第27～28小節
右手の和音g'-a'-a2と調和させたものと考えられる。

●第25小節右手最後の和音（八分音符）はピアノロールでは’オクターブ上
で弾かれている。第26小節は楽譜通りである。

3）野をわたる風
●第５～6小節左手にあるそれぞれ後半の音型はピアノロールではく譜例１３>
下段のように演奏されている。

＜譜例13＞

建言 寺
篝

一 ー

（五八） ●第28小節以降にくり返し出てくるフォルテの動機
目および33～34小節１拍目まで）の左手は、ピアノ，
＜譜例1４>に準ずる形で弾かれている。

(第28小節と31小節１拍
ロールで確認する限り

-１４５-



１＜譜例14＞
… -

年
●第43小節後半の右手はドビュッシーがピアノ・ロールに収録している形く
譜例１５>が最良だろう。

＜譜例15＞

…
●第59小節冒頭でドビュッシーはペダルを踏みなおし、左手のバス音bのみ
が単音で保持されるように演奏している。

10）沈める寺
作品冒頭に表示されている6／4＝3／2という指示は「l小節6拍の四分音符
を場所によって3＋3あるいは2＋2＋2で数えよ」という意味であり、それ自
体に大きな問題はない。どこがどちらの数え方になるかは特に楽譜に記載さ
れていないが、注意深く譜面を見れば容易に判断できるだろう。すなわち冒
頭～第６小節は6／４，第７～1２小節は3/2，第１３～21小節は6/4，第22～83小
節が3／2，第84～85小節が6／4、そして股後の４小節は3／2となる。
問題はこの2種類のリズムにおける四分音符あるいは二分音符の長さの相

互関係にある。６／4の四分音符の速さで3／2のセクションを演奏すると、テ
ンポが遅すぎるのである。
ピアノロールから再生されるドビュッシーの演奏では3／2のセクションが

6／4のセクションの二倍の速さで弾かれており、メトロノームで実測すると
以下のようになっている。

(29）「沈める寺」
計測単位
四分音符
二分音符
四分音符
四分音符
二分音符
二分音符
二分音符
二分音符
四分音符
二分音符

のテンポ
速 度
６３
６３
６３

６３よりアッチェレランド
７２

７２よりリタルダンド
７２

７２よりリタルダンド
６３

約50よりリタルダンド

睾雨韮乖罰却蔀や訓韮却

櫛１７３９２０７４２６

-

Ｊ
ノ

ー

１

２

４

４

６

７

８

’
（五九）
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全曲を通して6／4の四分音符と3／2の二分音符が同じ速さで処理されてい
ることは明白である。またドビュッシーが楽譜に書き入れたアゴーギクに関
する指示が、単なる感覚的で自由なものではなく、きちんと計算されたもの
であることも興味深い。
今日この作品がこのように演奏されることはまれだが、作曲家の自演はド
ビュッシーが意図したプロポーションの証左そのものであり、疑いを差しは
さむ余地はない。

●第20～21小節の左手はく譜例１６>下段のように演奏されている。ドビユッ
シーが意図的に変更したものだろう。
＜譜例16＞

ー

●第28小節～41小節までのバス音Cへの「8abasgg」の指示は「書かれてい
る音よりもｌオクターヴ低い音で」の意味であり、「coll'8abHgga」つまり
｢ｌオクターヴ低い音とともにオクターブで」ではないことが、ピアノロー
ルの演奏より確認できる。

１l)パックの踊り
●第28小節後半の右手の内声はピアノロールではく譜例17＞の通りである。

＜譜例17＞

f寺、
ノ、

○
Ｌ - ゴ ●第37小節左手２拍目の和音のバスはgesである。この臨時記号しは手稿、

初版校正稿、初版楽譜のいずれにも見当たらないが、ピアノロールでもges
の音で演奏されている。

-１４３ -



(30）第37小節左手２拍目の臨時記号し
- - - - - - - - - ー -

注解のコメントメインテキスト
なし
あり
あり
あり
あり
あり
なし
あり

’
オリジナルエディション
デュランーコスタラ版

ヘンレ版
ウィーン原典版
リコルディ版
ペータース版
音楽之友社版
春秋社版

手稿に存在しない。

副軸一札
なし

●ピアノロールの演奏では第46小節が削除され、第47小節左手の十六分音符
は２回ともceS2-eSl-CeS'(第44小節の音型がそのままｌオクターブ下げ
られた形）となっている。もしこれがドビュッシーによる意図的な変更だと
すると、第38～40小節における3小節ひとまとまりのブロックが第41～43小
節でも継続し、第44～48小節（第46小節は削除）でふたたび４小節ひとまと
まりとなるのだろうか。真意は不明である。

●第95小節四つめの三十二分音符のグループはピアノロールでく譜例18＞の
ように弾かれている。

＜譜例18＞

１２)ミンストレル
●第76小節右手冒頭の和音はピアノロールでく譜例１９>のように弾かれてい
る。

＜譜例19＞

（一ハー）
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各市販楽譜の評価

以上の考察に沿ってテキストに関する適正処理の有無を一覧表にまとめて
みた。表17,19および29は判断基準が明確でないか、あるいはそこで扱われ
ている内容が他と異なるため、次頁の一覧表からは除外してある。メインテ
キストにおいて適切な処理がなされている場合は○、そうでない場合には×
を記入し、その総数を集計した。
結果から述べると、一番正確なのはデュランーコスタラ版、次にウィーン
原典版、そしてヘンレ版という順位になった。
ベストであるデュランーコスタラ版は市井の楽譜ショップの店頭にほとん
ど並んでいない上、一般ユーザーが購入するには高価という難点がある。通
常の市販楽譜から選ぶとすれば、編纂情報が幅広く提供されている、という
観点からウィーン原典版をお薦めしたい。ヘンレ版はメインテキストの編纂
はていねいに行われているものの、ヘンレ社の方針として注解などは必要最
小限に限定されており、一歩踏み込んだ情報が欲しい時には不満力職る。デュ
ラン社のオリジナルエディションはかなりの不備を残しているが、ドビュッ
シー自身も関わった楽譜として他にない魅力と雰囲気がある。
日本製の楽譜も多くの捨てがたい情報を提供してくれるカミ「ドビュッシー

の筆跡をたどる」見地からは問題が残る。ペダルをどこでどのように使用す
るべきかは各個人が自分で創意工夫しながら追求すべきもので、これらは演
奏する環境や楽器の状況によっても常に変化し、正確に書き留められる性格
のものではない。このようなものがはっきり印刷されてしまうと、場合によっ
ては演奏者の自由な発想の妨げにもなりかねず、注意が必要だろう。
これ以外にも楽譜聯入の選択肢は存在するが、本稿が前奏曲第１集の演奏
と指導の助けになるのであれば幸いである。

（一ハーー）
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(31）メインテキスト内の編纂処理一覧表
春
秋
社
版

音
楽
之
友
社
版

ぺ
Ｉ
ダ
ー
ス
版

リ
コ
ル
デ
ィ
版

ウ
ィ
ー
ン
原
典
版

ヘ
ン
レ
版

デ
ュ
ラ
ン
Ⅱ
コ
ス
タ
ラ
版

オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン

第10小節最後の和音の音価
第16小節４拍目上声部の和音
第４小節目のポルタート
第33小節のaTempo
第40／41小節のタイとバス音
第62小節のリズム
第62／64小節のペダル指示
第53小節のデイミヌエンド
第29小節のナチュラル
第29小節のシャープ
第31小節のリズム
空白の第７小節が挿入されているか
第９小節の強弱記号
第12小節の表情記号
第42～43小節のバスはタイかスラーか
第94～95小節のレイアウト
Revenir…の位置
第16小節のバスの前打音
第19小節の強弱
第23小節冒頭のＰ
第37～38小節のクレッシェンド
第59小節右手冒頭の音の長さ
第73～74小節の点線
第87小節の指示
第２、６，７小節のテヌート
第２２，３４，５０，５４小節のスラー
第37小節左手２拍目の臨時記号卜

○の総数
×の総数

川面面、而而両面同而而面面而而而而、両一塑側卿圃耐両面師

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
× ○ × ○ × × × ×
× ○ ○ ○ × × × ×
× ○ × ○ × × × ×
× ○ × ○ × × × ×
× ○ ○ × × ○ × ×
× ○ ○ × × × × ○
× ○ × × × × × ×
× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
× × ○ × × ○ × ×
○ × ○ ○ ○ × ○ ○
× ○ × ○ × × × ×
× ○ ○ ○ × ○ ○ ○
× ○ × × × × × ×
× × ○ ○ × ○ × ×
× ○ ○ ○ × ○ ○ ○
× ○ ○ ○ × × × ×
× ○ × ○ × × × ×
× × × ○ × × × ×
× ○ ○ ○ × ○ ○ ○
× ○ × × × × × ×
× ○ ○ ○ × × ○ ○
× ○ × × × × ○ ○
× ○ × ○ × × × ×
× ○ × × × × × ×
× ○ × × × × × ×
× ○ ○ ○ ○ ○ × ○
２２３１４１７４９８１０
２５４１３１０２３１８１９１７

（一ハーニ）

-１４０-



参考文献／資料一覧

l )書籍
●ロン、マルグリット『ドビュッシーとピアノ曲」室淳介訳（音楽之友社、
1969）
●コルトー、アルフレッド『フランス・ピアノ音楽l」安川定男・安川加壽
子共訳（音楽之友社、1995)。同「フランス・ピアノ音楽上巻j(かんらん社、
1952)の再版本。
●安川加涛子『フランスのピアノ音楽を語る』（芸術現代社、1981)。同
｢私のピアノ演奏を語る』（芸術現代社、1971）の再版本。
●平島正郎『ドビュッシー』（大音楽家・人と作品12、音楽之友社、1966)
●Cortot,Alfred:Lamusiqueかα"§αisdepi(z7zo,P７．emib,･eS@rie(Les
nditionsRieder,Paris,1930)
●Durand,Jacques:LettresdeCIqudDebusayaso"EﾋﾒiteUr(Durand&Cie,
1927）
●Long,Marguerite:qtthepiα"ｏ砂訪hDebusay(J.M.Dent&SonsLtd.,
London,1972)。原著Azjpjα"o(zuecDebusSy(Ren6Julliard,Paris,1963)
のSenior-Enis,Oliveによる英訳本。
●『標準音楽事典』（音楽之友社、1974）
●『ドビュッシー』（作曲家別名曲解説ライブラリー⑩、音楽之友社、1993)
●『ニユーグローヴ世界音楽大事典』（講談社、1994）
●DieMus鮠mGescﾉ"cﾉiteI"zdGegem""t(BarenreiterVerlag,Kassel
undBasel,1949～1951)
●『岩波西洋人名辞典増補版」（岩波書店、1981)
●「広辞苑』新村出編（第３版第６刷、岩波書店、1988）

2）楽譜
●Debussy,Claude:F７．eludes,BoohI(TheAutographScore,Dover
Publications,Inc.,NewYork,1987)
●Debussy,Claude:Pr6血des(muvresCompletesdeClaudeDebussy,86riel,
Volume5,Durand-Costallat,Paris,1985)
●Debussy,Claude:Pr@ludesP虎"zier〃ＵＦe(Henle,Nr.383,Mmchen,1986)
●Debussy,Claude:PF創哩des"stesHe/t(WienerUrtextEdition,UT50105,
Wien,1986)
●Debussy,Claude:Pﾉ､§ludesIerLjure(G.Ricordi&C､Ｓ､p.a.,132196,
Milano,1975/Ristanpal983)

（六四）

- １ ３９ -



●Debussy,Claude:PF創以desIerLiu7･e(DebussyKlavierwerkeBandII,
EditionPetersLeipzig,EP9078b,製版番号E.P.12426,1969)
●「前奏曲第１集」（ドビユツシーピアノ曲集V，第１0刷、音楽之友社、1969)
●「ドビユツシー集３：前奏曲集』（世界音楽全集・春秋社版、第25刷、春秋
社、1996）

3）録音涛料
●ヴェルテーミニョンのピアノロールNo
TelefunkenGMA65およびGMA７９の：
Badura-Skoda,Paul所蔵の資料より作成）

とNo.2739を再生収録した
（パウル・バドゥラースコダ

No.2738
のコピー

（六五）
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後 注

(１)ClaudeAchilleDebussy,1862年８月22日生～1918年３月25日没。
（２）『デルフイの踊り子』は1909年12月７日、『帆』は1909年12月12日、「野をわた

る剛は1909年12月11日、『夕べの空気にただよう音と香り』は1910年１月１日、「アナ
カプリの丘』は1909年12月16日、『雪の上の足跡』は1909年12月27日、「亜麻色の髪の少
女」は1910年１月15日～16日、『パックの踊り』は1910年２月４日、『ミンストレル」は
1910年１月５日。
（３）「…音楽そのものが語っていますから、題はなくても良いのです。どの曲にもま

るで追って書きのように、良心のおもむくままに、かならず指示がついています…」ロン、
マルグリット『ドビュッシーとピアノ曲』室淳介訳（音楽之友社、1969)、100頁。「…そ
れぞれの曲に割り当てられたタイトルを、あたかも読者の楽しみは彼が音楽的に描き出す
感情を看破することであるのを望んでおり、また正しい感覚の検査から一種の内密な開花
が誕生するのを望んでいるかのように、それぞれ曲の終わりのところにしか記入していな
いのだが…」コルトー、アルフレッド『フランス・ピアノ音楽１』安川定男・安川加涛子
共訳（音楽之友社、1995)、３６頁。
(４)Durand,Jacques,1865～1928・フランスの作曲家。父親の設立した楽譜出版

社デユラン社を経営し、ドビュッシーが創作した作品の多くを出版した。
(５)Durand,Jacques:Let"eSdeａａ哩deDe6usSyaso"Editel"､(Durand&

Cie,Paris,1927)８３頁。
(６)Pﾉ･昏如desPremie7･L加re,及"〃o凡OFig加ａZe(DurandS.A.,Editions

Musicales,Paris,D.&F.7687)。
（７）後述「ドピユッシーが収録したピアノロールによる演奏との比較検討」の項を参

照。
(８)Pr･創"desB･emieFLjw､e,及f地oFzOrigｍａleにも指使いは記載されていない。

デュランーコスタラでは原典資料での検証ができないものでも明かなミスと思われるもの
に関しては［］に入れて補足してある。
（９）現在市販されているデュラン社のオリジナルエディションの製版稀号は7687番で

ある。
（10）「帆ｊ第62小節～64小節に記載されているドビュッシーの手によるペダルサイン

などがオリジナルとして判別できない、その他の短所があるのが惜しまれる。
（11）『夕べの空気にただよう音と香り』第29小節、『アナカプリの丘』第９小節、第９４

～95小節その他。
（12）「こうした［タイトルに関する］示唆はエンマ[1905年に誕生した娘クロード＝

エンマ］にまかせたり、いっしょに決めたりしていました｡」ロン、前掲瞥、100頁。
(13)sistrumo古代エジプトの楽器でラットル（がらがら）の一種。エジプトの祭祀

音楽で広く使われ、最初はハトホルの祭祀に、後になってハトホルの後継者イシスの祭祀
に用いられた。シストルムの役割は魔除けとして悪霊から身を守ることにあったと考えら

（一ハーハ）
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れている。
（14）コルトー、前掲沓、２９頁。
（15）ロン、前掲響、101頁。
(16)Cortot,Alfred,1877～1962･スイス生まれのピアニスト。パリで学び、ピアニ

ストとして輝かしい活踊をした。
(17)Long,Marguerite,1878～1966･フランスの代表的ピアニスト。
（18）コルトー、前掲智、２９頁。
（19）ロン、前掲僻、１０１頁。
（20）ドビュッシーによる標魑が仮に女性名詞「lavoile」ならば｢帆｣、男性名詞「le

voile」ならば「ヴェール」と特定できるが、定冠詞のつかない複数形「voiles」では判
定できない。
(21)P『邸αdes(CEuvresCompletesdeClaudeDebussy,S6riel,Volume５,

Durand-Costallat,Paris,1985),Avant-propos/Foreword。
(22)Favart,Charles-Simon,1710～1772．オペラ・コミック座の監督、後に支配

人として活曜した。
(23)Verlaine,PaulMarie,1844～1896・フランスの詩人。「詩は音楽に協力を求

め、夢幻の如く魅し去るリズムとハーモニーとを尊重し、明確な写実を避け、奇数脚に新
しい律動を与えよ」と主張した。
（24）コルトー、前掲沓、２９頁。
（25）ロン、前掲沓:、102頁。《牡山羊のような突き上けツとはドビュッシーがロンに語っ

た言葉である。
（26）マレーシア、インドネシア、ブルネイ、フィリピン近辺。
(27)1節目の２，４行が２節目の１，３行としてくり返される。
(28)Baudelaire,Charles,1821～1867・フランスの詩人、批評家。近代生活の憂愁、

退廃的な官能美、カトリック的神秘感と反逆的熱情を象徴的な手法、音楽的、暗示的な詩
句で歌い、後世の詩人に深い影響を与えた。
（29）標題として引用されている「音と香りは夕べの空気にただようI,essonsetles

Parfurnstournentdansl'airdusoir」およびその次行「メランコリックなワルツと
やるせない陶酔よ.ノValsem61ancoliqueetlangoureuxvertige!｣。
（30）コルトー、前掲掛、２９頁。
（31）ロン、前掲瀞、102頁。
（32）ロン、前掲瞥、102頁。
(33)Pr@Zudes,前掲密、Avant-propos/Foreword。
（34）コルトー、前掲瞥、３０頁。
（35）ロン、前掲密、102頁。
(36)Leblanc,Maurice,1864～1941・フランスの探偵小説家。アルセーヌ・ルバン

ArseneLupinを主人公とする多数の探偵小説を創作した。
(37)｢Leshuitcoupsdel'horloge』の中の『Despassurlaneige｣。

で;、
ノ ､
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(38)Bordeaux,Henry,1870～1963・フランスの小説家、評論家。法律を学び弁護
士になったが、評論で文学に転じ、小説を書いた。
(39)F７､§ludes,前掲書、,Avant-propos/Foreword。
（40）コルトー、前掲書、３０頁。
(41)Andersen,Hans=Christian,1805～1875･デンマークの文学者、童話作家。

作風はロマン主義を基調とする。
(42)Shelley,PercyBysshe,1792～1822・イギリスの詩人。流動する美しい律動の

叙情詩を創作し、イギリス・ロマン主義を代表する一人。
(43)R『創IJdes,前掲書、Avant-propos/Foreword。
（44）「荒れに荒れる大洋の、台風の身もちぢむ突風」ロン、前掲瞥、104頁。
(45)LecontedeLisle,1818～1894･フランスの詩人。高踏派の首領。形式を尊重し、

主観を排した。
(46)Vasnier,Marie=Blanche,1848～1923．モロー・サンテイ夫人の声楽塾で伴

奏者ドビュッシーと知り合い、裁判所書記の夫とともに親交があった。
（47）ロン、前掲書、104頁。
（48）オーケストラのための作品「映像ImagepourOrchestrejの第２曲「イベリア

Iberiajや「版画Estampsjの第２曲『グラナダの夕暮れLasoireedansGrenRdej
その他。
（49）コルトー、前掲瞥、３０～31頁。
(50)deFalla,Manuel,1876～1946｡20世紀前半におけるスペイン般高の作曲家。
(51)Stegemann,Michael:VbruﾉoJ･tzumPl･gludesEr･ste凡睡/Z(WienerUrtext

Edition,UT50105,Wien,1986)。
(52)Renan,Ernest,1823～1892･フランスの思想家で宗教史家。
（53）古代ケルトの伝説上の町で、イゾルデが生まれた所とされている。
(54)Shakespeare,William,1564～1616･イギリスの劇作家・詩人。エリザベス朝

ルネッサンス文学の代表者。
(55)P７･６Judes,前掲書、Avant-propos/Foreword｡
(56)Pr･創哩des,前掲書、Avant-propos/Foreword。
（57）一般的な原典版編纂の国際ルールではオリジナルの指使いはイタリック（斜体）

の数字、オリジナルの資料に含まれない編纂者の追記事項はかぎ括弧［］に入れて印刷す
るのが通例になっている。
（58）『デルフィの踊り子』四分音符＝44,『帆』八分音符＝88,『野をわたる風」四

分音符＝126,『夕べの空気にただよう音と香り」四分音符＝84,『アナカプリの丘」八
分音符＝184,『雪の上の足跡」四分音符＝44,『西風の見たもの」記載なし、『亜麻色の
髪の少女ｊ四分音符＝66,「さえぎられたセレナードｊ記載なし、『沈める寺」記載なし、
｢パックの踊り』八分音符=１３８，『ミンストレルMinstrelsj記戦なし。
(59)Durand,前掲書、158頁。
（60）音楽之友社版にある説明は「弾き方について」であり、原典資料に関する情報は

（六八）
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含まれていない。
（61）このような「音符のみならず休符さえも記入されていない小節」は新しい書法で

あり、デュラン社でこの作品の印刷原版制作を受け持った彫版職人シャルル・ドゥアン
CharlesDouinがその音楽的意図を理解し、正しく対応できなかったのも無理がない。
（62）デュランーコスタラ版とウィーン原典版の『アナカプリの丘」はそれ以外の版よ

り１小節多い。第６小節へのコメントを参照。
（63）ドビュッシーはその全作品の中で複付点以上に鋭い付点リズムの書法は使用して

いない。
(64)TelefunkenGMA65およびGMA79,1962～1964。
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